
「
令
和
六
年
度
「
定
期
総
会
」 

町
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
会
活
動
に
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
令
和
六
年
度 

高
円
寺
南
一
丁
目
西
町
会
・
西
防
災
会
・
西

防
犯
会
に
係
る
定
期
総
会
」
が
、
令
和
六
年
五
月
二
十
五
日
（
土
）

午
後
六
時
か
ら
、
杉
並
第
三
小
学
校
の
多
目
的
室
で
、
新
旧
班

長
・
副
班
長
の
皆
様
・
町
会
員
・
役
員
の
皆
様
及
び
ご
来
賓
の
方

を
含
め
五
十
一
名
の
方
の
参
加
を
頂
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

「
令
和
六
年
度
定
期
総
会
」
は
、
海
南
宏
子
副
会
長
の
司
会
進

行
で
議
事
進
行
い
た
し
ま
し
た
。 

毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館
は
、 

都
合
に
よ
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
何
年
振
り
か
で

杉
三
小
学
校
を
お
借
り
し
て
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

当
町
会
は
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
六
十

一
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
町
内
の
中
心
に
は
、
天
祖
神

社
・
杉
並
第
三
小
学
校
が
あ
り
昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
大
き
な
住
宅
は
姿
を
消
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や

小
綺
麗
な
個
人
住
宅
が
目
立
っ
て
来
ま
し
た
。
町
全
体
の
雰
囲

気
が
以
前
に
比
べ
る
と
明
る
く
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

今
年
は
、
関
東
大
地
震
発
生
か
ら
百
一
年
目
と
な
り
ま
す
。 

元
旦
に
は
、
能
登
半
島
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

最
近
日
本
列
島
付
近
や
台
湾
で
、
大
き
な
地
震
の
発
生
が
多

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

東
京
近
辺
で
も
、
三
十
年
以
内
に
七
十
％
の
確
率
で
、
来
る

と
云
わ
れ
て
何
年
か
過
ぎ
て
い
ま
す
「
首
都
直
下
型
大
地
震
」

が
、
近
い
う
ち
に
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

町
会
員
の
皆
様
に
は
、
地
震
や
自
然
災
害
に
備
え
て
、
町
会
な

ど
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
に
出
来
る
だ
け
参
加
し
て
頂
き
、 

ご
近
所
と
の
お
付
き
合
い
を
、
普
段
か
ら
大
切
に
心
掛
け
て
、

「
安
心
」「
安
全
」
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
皆
様

と
と
も
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

町
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
何
事
も
な
く
無
事
に
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
、
新
し
く
選
ば
れ
た
「
新
班
長
・
新
副
班
長
の
皆
様
」
及

び
引
続
き
お
受
け
頂
く
「
班
長
・
副
班
長
様
」
に
は
、
今
年
度
の

町
会
活
動
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
長 

 

境 

禎
一 

 

議
事
内
容 

総
会
の
議
案
は
、 

・
議
案 

一
・
令
和
五
年
度 

事
業
報
告 

・
議
案 

二
・
令
和
五
年
度 

一
般
・
特
別
会
計
（
防
災 

・
防
犯
）
収
支
決
算
報
告 

・
議
案 

三
・
令
和
五
年
度 

監
査
報
告 

・
議
案 

四
・
役
員
及
び
班
長
・
副
班
長
の
改
選
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

役
員
は
、
別
添
資
料
の
よ
う
に
、
退
任
が
あ

り
、
規
約
第
四
章
十
条
に
よ
り
、
役
員
会
提

案
の
役
員
を
決
定
し
た
い
旨
を
提
案
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 

各
班
選
出
の
班
長
・
副
班
長
は
、
班
の
推
薦
を

得
て
、
規
約
第
五
章
十
四
条
に
よ
り
総
会
で

決
定
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
名 

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

・
議
案 

五
・
令
和
六
年
度 

事
業
計
画
（
案
） 

・
議
案 

 

六
・
令
和
六
年
度 

一
般
・
特
別
会
計
収
支
予
算 

 
 
 
 
 
 

（
案
） 

以
上
が
、
一
括
提
案
さ
れ
た
議
題
で
す
。 

「
令
和
六
年
度
定
期
総
会
」
に
欠
席
さ
れ
た
旧
班
長
（
令
和
五

年
度
班
長
）
に
は
、「
議
案
書
」
に
添
付
し
た
「
令
和
六
年
度
定

期
総
会
承
認
書
」
を
配
布
し
、「
承
認
書
」
に
記
名
捺
印
の
上
、

六
月
五
日
ま
で
に
返
信
い
た
だ
く
こ
と
で
承
認
す
る
方
法
に
い

た
し
ま
し
た
。「
承
認
書
」
に
意
見
・
要
望
欄
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
を
お
願
い
し
ま
す 

 

町
会
運
営
に
つ
い
て 

当
定
期
総
会
を
も
っ
て
、
班
長
・
副
班
長
の
皆
様
が
交
代
す
る
わ

け
で
す
が
、
新
班
長
・
副
班
長
に
係
わ
ら
ず
、
町
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
会
員
を
増
や
し
、
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
・
各
種
町

会
行
事
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
、
防
災
に
備
え
、
犯
罪
の
無
い
明

る
く
、
住
み
よ
い
街
に
し
た
い
。
又
、
新
班
長
・
副
班
長
の
皆
様

に
は
、
議
案
書
の
班
内
回
覧
・
町
会
費
集
金
・「
町
会
便
り
」
の

各
戸
へ
の
配
布
・
回
覧
物
の
管
理
の
他
、
拡
大
役
員
会
へ
の
出
席

及
び
時
間
の
許
す
限
り
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
・
防
災
訓
練
な
ど
の

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
案
書
末
尾
の
「
町
会
の
活
動
」「
町
会
費
集
金
の
お
知
ら
せ
」

を
添
付
し
ま
し
た
の
で
活
用
し
て
下
さ
い
。 

 

 

町会ホーム
ページ 
２０２４年 
５月臨時号 
２８３号 

 



令
和
六
年
度 

町
会
役
員 

（
会
長
） 

 

境 

禎
一 

（
副
会
長
） 

海
南 

宏
子
・
樋
口 

志
津
子 

（
理
事
） 

 
山
田 

高
志
・
久
田 

照
子
・
磯
崎 

隆
男 

 
 
 
 
 

狩
野 

文
雄
・
黒
川 

敬
宇
・
稲
垣 

幸
義 

 
 
 
 
 

金
杉 
緑
・
大
田 

潤 
 
 

（
以
上
留
任
） 

 
 
 
 
 

松
浦 

威
明
・
渡
辺 

勝
弘 

（
以
上
新
任
） 

鶴
見 

康 

（
退
任
） 

（
監
査
） 

 

石
田 

國
夫
・
伊
藤 
秀
樹 

（
以
上
留
任
） 

（
顧
問
） 

  

松
浦 

威
明
（
退
任
） 

（
相
談
役
） 

松
浦 

芳
子
（
留
任
） 

 

令
和
六
年
度 

新
班
長
・
副
班
長 

一
Ａ 

班 
 

橋
本 

美
恵
子 

 

（
副
）
杉
木 

さ
ち
子 

一
Ｂ 

班 
 

金
澤 

茉
莉 

二 
 

班 
 

村
田 

雅
明 

三 
 

班 
 

大
場 

桂
子 

 
 
 

四 

Ｃ 

班 
 

松
浦 

光
彦 

 
 

（
副
）
古
田 

美
恵
子 

 

六 
 

班 
 

市
川 

志
お
り 

七 
 

班 
 

吉
澤 

章 
 
 
 

（
副
）
大
沼 

美
智
子 

 
 

八 
 

班 
 

大
野 

十
央 

 
 

（
副
）
益
田 

か
お
り 

 
 

九 
 

班 
 

根
本 

邦
雄 

 
 
 

十 
 

班 
 

石
川 

直
幹 

 
 

（
副
）
櫻
井 

直
樹 

十
一 

班 
 

岩
下 

一
成 

十
三 

班 
 

小
池 

周
一 

 

十
四 

班 
 

細
川 

外
美 

十
五 

班 
 

金
子 

森 

十
六 

班 
 

久
田 

照
子 

十
七  

班 
 

松
本 

智
志 

十
八 

班 
 

高
屋 

裕
子 

十
九 

班 
 

金
杉 

緑 

二
十 

班 
 

入
佐 

友
弥 

 
 

（
副
）
寺
尾 

正
人 

二
十
一
班 

 

田
中 

美
恵 

 
 

（
副
）
山
本 

中
子 

二
十
二
班 

 

山
岡 

一
馬 

 
 

（
副
）
関
谷 

秀
一 

 
 
 

二
十
三
班 

 

山
田 

高
志 

二
十
四
班 

 

松
浦 

芳
子 

 
 

（
副
）
田
中 

美
枝 

二
十
五
班 

 

福
羅 

頼
親 

 
 

（
副
）
海
南 

宏
子 

二
十
六
班 

 

宅
見 

義
昭 

 
 

（
副
）
武
藤 

恵
子 

二
十
七
班 
 

松
浦 

隆
三 

二
十
八
班 

 

狩
野 

文
雄 

 

四
班
・
五
班
・
十
二
班
を
四
Ｃ
班
に
統
廃
合
し
ま
し
た
。 

議
案
書
の
承
認 

「
議
案
書
」
に
提
案
し
た
議
題
に
つ
い
て
は
、「
承
認
書
」
に

よ
り
「
規
約
」
第
十
五
条
に
基
づ
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

新
班
長
・
副
班
長
の
皆
様
に
は
、
来
年
の
「
定
期
総
会
」
ま
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

民
生
・
児
童
委
員
の
紹
介 

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

西
半
分
担
当
： 

十
班 

 

金
杉 

緑
さ
ん  

（
区
域
：
高
円
寺
南
一
丁
目
九
～
十
四
、
十
七
～
十
九
、
三
十

四
） 

 

東
半
分
担
当
：
十
五
班 

田
口 

裕
子
さ
ん 

（
区
域
：
高
円
寺
南
一
丁
目
七
～
八
、
十
五
～
十
六
、
二
十
～

二
十
一
、
三
十
二
～
三
十
三
） 

 

明
る
い
選
挙
推
進
委
員 

当
町
会
の
「
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
」
は
、
久
田 

博
さ
ん
と

黒
川 

敬
宇
さ
ん
で
す
。 

令
和
六
年
七
月
七
日
（
日
）
に
「
東
京
都
知
事
選
挙
」
が 

実
施
さ
れ
ま
す
。 

当
町
会
の
投
票
所
は
、
杉
並
第
三
小
学
校
体
育
館
で
す
。 

杉
並
第
三
小
学
校
の
投
票
所
で
の
投
票
実
績
は
、
あ
ま
り
好

成
績
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

町
会
費
の
集
金 

配
布
し
ま
し
た
資
料
の
「
町
会
費
集
金
の
お
知
ら
せ
」
を
活
用

し
て
、
九
月
～
十
月
ま
で
に
町
会
費
の
集
金
を
お
願
い
し
ま
す
。 

納
金
は
、
会
計
担
当
役
員
（
山
田 

高
志 

理
事
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。 

「
町
会
費
集
金
の
お
知
ら
せ
」
は
、
町
会
で
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
、
必
要
な
方
は
、
お
近
く
の
町
会
役
員
に
連
絡
し
て
下
さ

い
。 

      


